
第第  2211  回回  

小小児児イインンススリリンン治治療療研研究究会会  

ププロロググララムム  
    

日日時時：：22000044 年年 88 月月 2288 日日（（土土））  1166::4455～～1199::2255  

会会場場：：大大阪阪国国際際会会議議場場  1122 階階  特特別別会会議議室室  

 

 

16:45～16:55 研究の進行状況･登録症例･事務局からの連絡 

 

埼玉医科大学小児科 佐々木 望 

   

16:55～17:10 HbA1c 値標準化 確認方法についての提案     座長  愛媛大学医学部小児科 貴田 嘉一 

 

山梨大学医学部小児科 雨宮 伸 

 

17:10～17:25 話題提供                                     座長  山梨大学医学部小児科 雨宮 伸 

 

「糖尿病ケトアシドーシスの治療」             千葉県こども病院内分泌科 宮本 茂樹 

 

17:25～17:50 プロジェクト研究       座長 大阪市立大学大学院研究科 発達小児医学 川村 智行 

 

 各プロジェクトの現状と今後の展望                  各プロジェクト責任者 

 

17:50～18:10 インスリンアナログ製剤の使い方  座長 駿河台日本大学病院小児科 浦上 達彦 

山梨大学医学部小児科 雨宮 伸 

北里大学医学部小児科 横田 行史 

 

18:10～18:20  Coffee Break / 意見交換 

 

18:20～19:20 特別講演                  座長 埼玉医科大学小児科 佐々木 望              

 

「劇症１型糖尿病」 

牧野 英一 

愛媛大学医学部臨床検査医学教授 

 

19:20～19:25 閉会の辞                                          埼玉医科大学小児科  佐々木 望 

l 研究会終了後、情報交換会を予定いたしております。 

 

 共 催 小 児 イ ン ス リ ン 治 療 研 究 会 

ノボ ノルディスク ファーマ株式会社  

 


